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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
緊
急

事
態
宣
言
」
発
令
中
の
さ
な
か
、
日
置
地
区

社
会
教
育
振
興
会
理
事
会
（
５
月
８
日
）

で
は
、
来
た
る
総
会
（
５
月
25
日
）
の
開
催

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
終
的
に
理
事
会
の
方
針
と
、
会
長
（
田

畑
誠
一
市
長
）
の
判
断
に
よ
り
、
総
会
は
書

面
議
決
と
す
る 

こ
と
に
決
定
し 

ま
し
た
。 

地
区
内
の
社 

会
教
育
関
係
団 

体
や
、
学
校
、 

福
祉
、
警
察
関 

係
者
等
の
会
員 

31
名
の
方
々 

に
、
「
書
面
表 

決
書
」
を
送
付 

し
、
５
月
25
日
ま
で
に
全
て
の
会
員
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
結
果
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
や

決
算
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
、
新
役
員
等
の
全
て
の
議
案
が
全
員
一

致
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

       

 
 

今
か
ら
百
五
十
年
あ
ま
り
前
、
五
代
友

厚
を
は
じ
め
と
す
る
若
き
留
学
生
19
名

が
渡
欧
し
た
出
発
の
地
「
羽
島
」
は
、
近

代
日
本
の
夜
明
け
「
黎
明
の
地
」
で
す
。

こ
の
地
に
本
市
の
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
薩

摩
藩
英
国
留
学
生
記
念
館
が
建
立
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
全
国
各
地
か
ら
16
万
人
の
参

観
者
が
あ
り
ま
す
。
記
念
館
に
は
当
時
の

時
代
背
景
や
留
学
生
の
生
き
ざ
ま
を
物
語

る
数
々
の
貴
重
な
資
料
等
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
留
学
生
は
広
く
世
界
を
見
聞
し
、

帰
国
後
は
、
語
学
、
医
学
、
化
学
、
産
業

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し
、
近
代
日

本
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

羽
島
で
は
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
留
学
生
ら
の
勇
気
と
功
績
を
称
え
、
語

り
継
ぐ
た
め
「
黎
明
祭
」
を
平
成
元
年
か

ら
毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
代

を
担
う
青
少
年
に
史
実
を 

体
得
さ
せ
、
夢
や
希
望
を 

持
た
せ
、
ふ
る
さ
と
意
識 

を
育
む
絶
好
の
機
会
と
な 

っ
て
い
ま
す
。 

19
名
の
若
き
留
学
生
か 

ら
本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、 

何
を
学
ぶ
か
、
何
を
学
ば 

せ
る
か
。
そ
れ
は
「
夢
と 

志
を
も
つ
こ
と
」
「
行
動 

す
る
こ
と
」「
社
会
に
貢 

献
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ 

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

日和下駄 

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

教
育
長 

有
村 

孝 

  

 ☆ 

活
動
テ
ー
マ 

青
少
年
の
健
全
育
成
及
び
生
涯
学
習

社
会
実
現
を
目
指
す
社
会
教
育
関
係
者

の
役
割
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。 

 ☆ 

本
年
度
の
主
な
努
力
点 

 
生
涯
学
習
の
充
実 

◎
い
も
こ
じ
の
発
行
（
８
・
12
・
３
月
） 

◎
鹿
児
島
地
区
社
会
教
育
委
員
及
び
社

会
教
育
担
当
者
研
修
会 

◎
日
置
地
区
公
民
館
経
営
研
究
会 

◎
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」 

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
の
取
組 

◎
日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会 

◎
「
地
域
学
校
協
働 

活
動
」
の
推
進 

社
会
教
育
の
充
実 

◎
社
会
教
育
諸
条
件 

の
整
備
・
充
実 

 

❖
ふ
る
さ
と
を
興 

す
保
健
・
福
祉 

及
び
組
織
・
教 

育
・
食
料
・
環
境
学
習
大
会 

❖
人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会 

◎
青
少
年
教
育
の
充
実 

 

   

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
に
学
ぶ 

 

❖
地
区
子
ど
も
会
大
会
、
指
導
者
・
育

成
者
研
修
会 

❖
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
Ｊ
・
Ｌ
及
び
高
校
生

ク
ラ
ブ
等
交
流
大
会
（
屋
久
島
） 

❖
か
ご
し
ま
地
域
塾
の
展
開 

◎
家
庭
の
教
育
力
の
向
上 

❖
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
取
組
強
化 

❖
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副
会
長
等
研
修
会 

❖
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
委
嘱
公
開 

❖
家
庭
教
育
支
援
員
研
修
会 

❖
お
や
じ
の
会
の
充
実
・
支
援 

文
化
財
保
護
の
充
実 

◎
文
化
財
の
継
承
・
発
展 

❖

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
及
び
文
化

財
行
政
担
当
者
等
研
修
会
【
中
止
】 

❖
日
置
地
区
文
化
財
担
当
者
等
研
修
会 

◎
文
化
財
マ
ッ
プ
の
配
布
（
小
学
３
年
生
） 

◎
伝
統
芸
能
伝
承
活
動
の
促
進 

令
和
２
年
度
新
役
員
（
敬
称
略
） 

会 

長 

田
畑 

誠
一 

 
 

 
 

 

（
い
ち
き
串
木
野
市
長
） 

 

副
会
長 

德
留 

敏
郎 

 
 

 
 

 

（
鹿
児
島
教
育
事
務
所
長
） 

 

副
会
長 

中
木
屋 

豊 

（
地
区
社
会
教
育
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

連
絡
協
議
会
長
） 

 

監 

事 

草
野 

勝
徳 

（
日
置
市
Ｐ
Ｔ
Ａ 

連
絡
協
議
会
長
） 

 

監 
事 
有
村 

孝 
 

 
 

 
 
 

（
い
ち
き
串
木
野
市
教
育
長
） 

 

監 

事 

町
田 

達
美 

 
 

 
 
 

（
羽
島
中
学
校
長
） 

 

    

コ
ロ
ナ
禍
対
応
に
苦
心 

 
理事会の様子 

社
会
教
育
振
興
会 

総
会
は
書
面
議
決

 

 

薩摩藩英国留学生記念館 

 
昨年度の地区生涯学習推進大会 

辛坊治郎氏 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡 

大
に
伴
い
、
４
月
上
旬
に
市
販
の
マ

ス
ク
が
品
薄
状
態
と
な
り
ま
し
た
。 

学
校
再
開
を
受
け
て
市
女
性
連
で

は
各
学
校
へ
手
作
り
マ
ス
ク
を
寄
贈

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
４
月
末
に

は
、
13
地
区
の
女
性
連
会
員
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
幼
・
小
・
中

学
校

16
校
の
約
二
千
百
枚
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。 

マ
ス
ク
作
り
は
、
各
地
の
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
三
密
を
回
避
し

な
が
ら
の
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
布
や
糸
も
品
薄
状
態
と
な
り
、
多

く
の
会
員
の
援
助
に
よ
っ
て
仕
上
げ 

   

 

私
た
ち
日
置
市
地
域
女
性
連
絡
協

議
会
は
、
地
域
に
根
差
し
た
社
会
貢

献
活
動
を
日
々
実
践
し
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
に
、
手
作
り
マ
ス
ク
千
枚
を
作

り
、
日
置
市
を
通
し
て
５
月
11
日
に
、 

市
内
保
育
所 

の
子
ど
も
た 

ち
に
届
け
ま 

し
た
。 

コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
感
染 

症
拡
大
と
と 

も
に
、
保
育 

所
に
通
う
子 

ど
も
た
ち
用 

 
 

 
 

 
 

 

生福地区女性部から生福小学校へ 

 

手作り布マスク使ってね 

 

イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
研
修 

 
 

 
 

 
 

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
市
内
の
単
位

子
ど
も
会
の
会
長
を
対
象
に
、
６
月
７
日

（
日
）
、
冠
岳
地
区
で
イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
、
宿
泊
研
修
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
屋
外
の
一
日
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
小
学
生
12
名
、
中

学
生
４
名
（
内
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
３

名
）
、
職
員
７
名
で
活
動
し
ま
し
た
。 

活
動
内
容
は
、
冠
岳
（
西
岳
）
登
山
・
Ｋ

Ｙ
Ｔ
（
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
・
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
講
話
で
す
。 

梅
雨
入
り
し

た
も
の
の
初
夏

を
思
わ
せ
る
快

晴
の
中
、
阿
弥

陀
堂
や
天
狗
岩

を
見
学
し
な
が

ら
標
高
５
１
６

メ
ー
ト
ル
の
西

岳
頂
上
を
目
指

し
ま
し
た
。 

途
中
、
草
花
を
見
た
り
、
鳥
の
鳴
き
声
を

聞
い
た
り
し
て
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
一

時
間
半
ほ
ど
で
登
頂
し
、
頂
上
で
は
東
シ

ナ
海
と
市
内
を
一
望
で
き
る
景
色
を
堪
能

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
歩
い
て
冠
岳
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
で
移
動
し
、
午
後
か
ら
は
登
山
に
つ
い

て
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
行
い
、
危
険
な
場
所
や
行
動

を
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し
た
。 

 

 

 

スタート地点
の徐福像と 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
は
３
種
類

の
競
技
を
取
り
入
れ
、
今
後
、
各
単
位
子

ど
も
会
等
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
班
ご
と

に
全
て
を
全
員
体
験
し
ま
し
た
。
最
後
の

研
修
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」

の
活
動
紹
介
と
子
ど
も
会
活
動
に
つ
い
て

の
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想

と
し
て
、「
違
う
学
校
の
人
と
友
達
に
な
れ

た
。
」
「
み
ん
な
が
い
た
か
ら
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
。」
と
い
う
よ
う
な
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。 

 

自
分
で
考
え
行
動
す
る 

今
回
は
、
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
で
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
班
長
と
し
て
班

を
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
だ
加
入

し
て
間
も
な
か
っ
た
の
で
心
配
で
し
た

が
、
人
数
確
認
や
資
料
の
配
布
、
班
員
へ

の
気
配
り
、
伝
達
事
項
な
ど
事
務
局
の
指

示
に
対
し
て
自
分
で
考
え
、
行
動
し
て
い

ま
し
た
。
修
了
式
の
時
に
は
、
チ
ェ
リ
ー

ブ
ロ
ッ
サ
ム
に
加
入
し
た
い
と
手
を
挙
げ

る
参
加
者
も
出
る
と
い
う
嬉
し
い
反
応
も

あ
り
ま
し
た
。 

一
日
研
修
で 

し
た
が
、
参
加 

者
が
様
々
な
体 

験
を
通
し
て
、 

変
わ
る
き
っ
か 

け
を
作
る
こ
と 

が
で
き
た
の
で 

は
な
い
か
と
思 

い
ま
す
。 

 
登山風景 

各
市
地
域
女
性
連
が
手
作
り
マ
ス
ク
寄
贈 

 

～
コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て
～ 

 

ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
一
枚
一 

枚
に
「
コ
ロ
ナ 

に
負
け
る
な
」 

「
手
洗
い
も
忘 

れ
ず
に
」
な
ど 

心
温
ま
る
メ
ッ 

セ
ー
ジ
も
添
え 

ら
れ
、
丁
寧
に 

袋
詰
め
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
こ
の
手
作
り
マ
ス
ク
運
動
が
地

域
に
広
が
り
、
高
齢
者
へ
の
マ
ス
ク
の
寄

贈
も
始
ま
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
共
助

の
活
動
で
あ
る
マ
ス
ク
作
り
に
よ
っ
て
地

域
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

の
小
さ
な
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
早
速
、
子
ど
も
向
け
マ
ス
ク
を

作
製
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

４
地
域
の
女
性
連
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、

子
ど
も
た
ち
が
喜
び
そ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
や
か
わ
い
い
布
を
集
め
て
、
子
ど
も
の

口
に
合
う
よ
う
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
縫
い

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。 

保
育
所
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な

絵
柄
を
選
ん
だ
こ
と
、
保
護
者
か
ら
は
「
か

わ
い
い
マ
ス
ク
を
喜
ん
で
つ
け
て
い
ま

す
。
」
と
、
お
手
紙
や
写
真
を
い
た
だ
き
、

こ
ち
ら
が
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。 

一
日
も
早
く
終
息
し
、
子
ど
も
た
ち
を

含
め
皆
様
の
明
る
い
笑
顔
が
戻
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

市内幼・小・中学校へ（いちき串木野市） 市内保育所へ （ 日置市） 
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令
和
２
年
は
、
幕
末
の
薩
摩
藩
家
老
小 

松
帯
刀
没
後
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で

す
。
小
松
は
天
保
６
年
（
１
８
３
５
年
）
に

喜
入
領
主
肝
付
兼か

ね

善よ
し

の
子
尚
五
郎
と
し
て

鹿
児
島
城
下
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

何
事
も
極
め
た
夢
中
人 

幼
年
か
ら
師
を
仰
い
で
学
問
や
和
歌
を

学
び
、
読
書
に
も
熱
中
し
た
よ
う
で
す
。 

武
術
で
は 

示
現
流
に 

精
を
出
し
、 

ま
た
、
馬 

術
の
腕
前 

は
、
後
に 

京
都
で
評
判
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。 

 

非
常
に
物
事
に
熱
中
す
る
性
格
だ
っ
た

よ
う
で
、
薩
摩
琵
琶
に
も
夢
中
に
な
り
す

ぎ
た
た
め
、
執
事
か
ら
た
し
な
め
ら
れ
、
以

後
、
琵
琶
を
絶
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
市
東
市
来
町
美

山
に
は
、
小
松
が
薩
摩
焼
陶
工
の
第
12
代

沈
壽
官
に
贈
っ
た
と
さ
れ
る
薩
摩
琵
琶
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
琵
琶
を
絶
っ
て
か
ら

の
小
松
は
、「
四
方
の
名
士
」
と
交
流
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
物
事
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

人
々
と
の
交
流
を
重
視
し
た
小
松
の
幼
少

期
は
、
幕
末
の
難
し
い
政
局
に
臨
ん
で
い

く
上
で
の
糧
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

安
政
３
年
（
１
８
５
６
年
）
、
小
松
家 

の
お
近
と
結
婚
。
同
家
の
婿
養
子
と
な
っ

て
家
督
を
継
承
後
、
小
松
帯
刀
（
清
廉

き
よ
か
ど

）

と
名
乗
り
ま
す
。
小
松
家
は
、
江
戸
時
代
、

領
主
と
し
て
吉よ

し

利と
し

（
本
市
日
吉
町
）
を
治

め
る
一
方
、
薩
摩
藩
の
要
職
を
歴
任
し
た

家
系
で
す
。
吉
利
領
主
と
な
っ
て
早
々
、

領
内
で
郷
士
の
派
閥
抗
争
が
あ
り
ま
し

た
が
、
小
松
は
こ
れ
を
よ
く
治
め
た
こ
と

か
ら
当
地
で
は
名
君
と
し
て
迎
え
ら
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。 

 

改
革
を
推
進 

 

文
久
２
年
（
１
８
６
２
年
）
に
28
歳
の

若
さ
で
家
老
に
抜
擢
さ
れ
、
薩
長
同
盟
の

締
結
、
大
政
奉
還
な
ど
で
活
躍
し
ま
す
。

こ
れ
ら
維
新
事
業
の
功
績
は
、
小
松
の
人

的
交
流
に
よ
る
功
績
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
に
薩
長
同
盟
で
共

に
尽
力
す
る
坂
本
龍
馬
が
寺
田
屋
で
襲

撃
さ
れ
た
際
は
、
龍
馬
を
保
護
し
、
薩
摩

の
小
松
家
に
寄
宿
さ
せ
、
霧
島
温
泉
で
療

養
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
15
代
将
軍
徳
川

慶
喜
も
小
松
に
厚
い
信
頼
を
寄
せ
、
後
の

大
政
奉
還
は
二
人
の
関
係
性
に
よ
り
実

現
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

維
新
後
の
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
、

小
松
は
、
明
治
政
府
の
参
与
・
外
国
事
務

掛
が
か
り

・
総
裁
局
顧
問
、
さ
ら
に
外
国
官
副
知

事
等
に
な
り
、
外
交
面
で
活
躍
し
ま
し
た

が
、
翌
年
病
気
の
た
め
辞
官
。
同
３
年
７

月
18
日
、
36
歳
の
若
さ
で
惜
し
ま
れ
つ

つ
、
大
阪
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
吉
利
園お

ん

林
寺

り

ん

じ

跡
の
小
松
の
墓
に
は
、
現
在
で
も
参

詣
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。 

   

三
島
村
の
学
校
は
、
文
科
省
の
「
遠
隔
教

育
シ
ス
テ
ム
」
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
指
定

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
普
段
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
学
習
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
の
休
校
中
も
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
自
宅
と
学
校
を
結
ん
だ
遠
隔

学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
い
、
児
童
生
徒
が
課
題
を
解
い

て
学
校
に
い
る
教
師
へ
送
信
、
教
師
は
答

え
合
わ
せ
や
間
違
っ
た
箇
所
へ
コ
メ
ン
ト

を
付
け
て
彼
ら
へ
返
信
。 

 
 

 

通
常
の
授
業
と
は
違
う
学
習
形
態
で
す

が
、
自
宅
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
専
用
の
ペ
ン

を
使
っ
て
課
題
を
解
く
の
は
新
鮮
で
す
。

間
違
え
た
問
題
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
や
り

取
り
が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
授
業
で
慣

れ
親
し
ん
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
、
こ
の
よ
う

な
形
で
も
使
え
る
と
い
う
新
し
い
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。 

離
島
の
小
規
模
校 

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た 

学
習
支
援
の
一
つ
。 

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い 

ろ
な
場
面
で
積
極
的 

に
活
用
す
る
こ
と
で 

「
遠
隔
教
育
シ
ス
テ 

ム
」
の
新
た
な
可
能
性
を
追
求
し
、
全
国
の

モ
デ
ル
と
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
で
学
習
支
援 

三
島
村
教
育
委
員
会 

タブレット端末での学習 

 

 

カ
セ
ダ
ウ
チ
～
福
徳
神
（
フ
ッ
ト
コ
ジ

ン
）
が
や
っ
て
き
た
～
１
月
８
日
（
旧
暦

12
月
14
日
）
の
夕
方
６
時
。
平
島
に
福
徳

神
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

カ
セ
ダ
ウ
チ
と
は
、
す
げ
が
さ
を
か
ぶ 

 

り
、
ビ
ロ
ウ
の
葉
を
背
負
っ
た
福
徳
神
が

家
々
を
回
り
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願

う
行
事
で
す
。
ヘ
グ
ロ
（
墨
）
を
塗
ら
れ
る

と
病
気
を
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
福
徳
神
に
水
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

こ
の
日
の
た
め
に
作
戦
を
立
て
た
子
ど

も
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
、
水
鉄
砲

や
水
風
船
な
ど
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
家

か
ら
出
て
き
た
福
徳
神
に
水
を
か
け
、
追

い
か
け
て
き
た
福
徳
神
か
ら
二
手
に
分
か

れ
、
逃
げ
回
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
人
数
が

増
え
た
分
、
知
恵
が
集
ま
り
連
携
が
取
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
昨
年
は
顔
中
墨
だ
ら

け
に
な
っ
て
い
た
子
が
、
最
後
ま
で
逃
げ

切
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
作
戦
勝
ち
で
し

た
。 早

く
も
、
子
ど 

も
た
ち
は
、
来
年 

に
向
け
て
の
反
省 

会
や
作
戦
会
議
を 

立
て
て
い
る
よ
う 

で
す
。 

来
年
が
楽
し
み 

で
す
。 

 
幕
末
を
駆
け
た
夢
中
人  

小
松
帯
刀

た
て
わ
き 

日
置
市
教
育
委
員
会 

小松帯刀像 
 

福
徳

フ
ッ
ト
コ

神
が
や
っ
て
き
た 

 
 

 
 

平
島
子
ど
も
会
（
十
島
村
） 

 
ＡＬＴとフットコ神 

歴
史
人
物
探
訪 



   

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

いもこじ４５号       日置地区社会教育振興会 ⑷ 令和２年８月 1日 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
夏
休
み
を
縮
小

す
る
学
校
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一
日
で
も

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
度
も
社
会
教
育
関
係
の
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
事
務
局 

田
中
） 

        
 

編 集 後 記 

６
月
23
日
（
火
）、
い
ち
き
串
木
野
市
市

来
地
域
公
民
館
で
開
催
し
、
両
市
か
ら
約

40
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

講
師
は
、
鹿
児
島 

中
央
公
民
館
の
常つ

ね

深ふ
か 

透
と
お
る

館
長
で
す
。 

常
深
氏
は
県
教
育 

庁
人
権
同
和
教
育
課 

長
や
鹿
児
島
市
立
長 

田
中
学
校
長
等
を
歴 

任
さ
れ
て
い
ま
す
。 

感
動
に
包
ま
れ
た
講
演 

「
い
の
ち
」
の
意
味
や
「
き
ら
り
輝
く
」

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
よ
い
子
、
わ
る
い

子
、
ふ
つ
う
の
子
」
の
話
で
は
、
リ
フ
レ
ー

ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
見
方
が
変

わ
る
な
ど
分
か
り
や
す
く
御
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

常
深
氏
の
楽
し
く
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ト

ー
ク
と
場
面
場
面
で
の
効
果
的
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
、
参
加
者
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

参
加
者
一
人
一
人
が
自
ら
の
人
権
意

識
・
人
権
感
覚
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
、
心 

揺
り
動
か
さ
れ
た
様
子
が
、
研
修
後
の
感 

想
の
随
所
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

   

 
 

 

❖
自
分
を
振
り
返
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。 

❖
孫
育
て
で
悩
む
日
々
。
話
を
聞
い
て
考 

え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
。
リ
フ
レ 

ー
ミ
ン
グ
の
大
切
さ
を
肝
に
銘
じ
た
。 

❖
こ
ん
な
に
楽
し
い
人
権
学
習
は
初
め
て
。 

音
楽
を
取
り
入
れ
て
の
講
演
と
て
も
良 

か
っ
た
。
何
度
で
も
聞
き
た
い
。 

❖
改
め
て
「
命
」
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ 

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

❖
「
人
権
」
と
い
う
一
見
堅
く
捉
え
ら
れ 

が
ち
な
内
容
が
、
笑
い
や
涙
を
通
し
て 

す
っ
と
身
体
に
入
っ
て
い
く
体
験
を
す 

る
こ
と
が
で
き
た
。 

  
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ 

イ
ル
ス
感
染
防
止 

の
観
点
か
ら
参
加 

人
数
を
絞
り
ま
し 

た
が
「
今
回
参
加 

で
き
な
か
っ
た
人 

た
ち
に
も
聞
か
せ 

た
か
っ
た
」
と
の 

声
も
あ
り
、
人
権 

学
習
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

本
研
修
会
で
高
ま
っ
た
人
権
課
題
へ
の

意
識
が
各
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
の
学
習

に
拡
が
り
、
多
く
の
方
の
人
権
意
識
の
高

揚
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

び
つ
い
て
い
る
施
策
が
多
い
」
等
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
社
会
教
育
の
方
向
性

が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

地
域
の
社
会
教
育
を
支
え
る
た
め
に 

分
科
会
で
は
、
10
班
に
分
か
れ
て
「
青
少

年
の
健
全
育
成
及
び
生
涯
学
習
社
会
実
現

を
目
指
す
社
会
教
育
委
員
の
役
割
は
ど
う

あ
れ
ば
よ
い
か
」 

の
テ
ー
マ
で
研
究 

協
議
を
深
め
ま
し 

た
。
あ
る
班
で
は
、 

「
郷
土
愛
と
地
域 

の
つ
な
が
り
を
大 

切
に
し
た
子
ど
も 

に
育
っ
て
ほ
し
い
」 

と
い
う
思
い
を
共 

有
し
、
地
域
で
の
郷
土
愛
を
育
む
取
組
と
学

校
で
の
郷
土
教
育
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

研
修
会
の
感
想  

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
や
立
場
の
異
な
る

方
々
の
意
見
は
新
鮮
で
、
今
ま
で
と
は
違
う

視
点
で
子
ど
も
や
地
域
を
見
直
す
よ
い
機

会
と
な
っ
た
。」「
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の

熱
い
思
い
を
共
有
で
き
た
。
」
と
の
感
想
が

あ
り
、
充
実
し
た
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

    

講師の常深氏 

生
涯
学
習
推
進
に
お
け
る
社
会
教
育
委

員
、
社
会
教
育
担
当
者
の
役
割
に
つ
い
て
研

修
を
深
め
、
お
互
い
の
資
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
６
月
16
日(

火)

、日
置

市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。「
三
密
」

回
避
対
策
を
講
じ
、
２
市
２
村
か
ら
52
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

鹿
児
島
ら
し
い
連
携
・
協
働
へ 

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

向
け
た
、
鹿
児
島 

ら
し
い
連
携
・
協 

働
の
在
り
方
に
つ 

い
て
」
、
県
教
育 

庁
社
会
教
育
課
の 

大
田
髙
行
主
任
社 

会
教
育
主
事
兼
係 

長
が
講
義
を
さ
れ 

ま
し
た
。 

連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
「
め
ざ

す
子
ど
も
像
・
子
ど
も
観
を
明
確
化
し
、
地

域
と
学
校
が
共
有
す
る
こ
と
」、「
活
動
に
次

代
を
担
う
子
ど
も
を
地
域
全
体
で
守
り
・
育

む
視
点
を
盛
り
込
む
」、
そ
し
て
「
持
続
可
能

な
体
制
の
構
築
を
図
る
」
等
、
具
体
例
を
示

し
な
が
ら
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

開
か
れ
、
つ
な
が
る
社
会
教
育
へ 

二
市
の
社
会
教
育
の
取
組
を
日
置
市
の

東
社
会
教
育
課
参
事
と
、
い
ち
き
串
木
野
市

の
五
反
田
社
会
教
育
課
長
補
佐
が
発
表
し

ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
者
か

ら
は
、
「
他
地
域
で
の
取
組
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
、
ニ
ー
ズ
と
課
題
解
決
と
学
び
が
結 

   
 

 

分科会の様子 
 

講師の大田氏 

 

 

 

 
講演の様子 

鹿
児
島
地
区
社
会
教
育
委
員
及
び
社
会
教
育
担
当
者
等
研
修
会 

 

日
置
地
区
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会

 
 《

兼 

鹿
児
島
地
区
人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
》 

 

 

 

キ
ラ
リ
輝
く
「
い
の
ち
」
に
あ
り
が
と
う
！ 

～
よ
い
子
・わ
る
い
子
・ふ
つ
う
の
子
の
世
界
～ 

 


